
東京都下の限定地域における豚のウイノレス性死流産調査成績について  

羽 生  葦、 中 島 勇 三、 島 田 直 音、 菅原兼太郎、  

守本 宮 昭＊、藤崎俊次郎＊   

1．はじめに   

豚の死流産壮年間を通じて、全国的庇発生がみられ、そのうち日本脳炎ウイルス（以下Jと略  

す）と関係のある死流産は全国平均で2ロ痴、J以外の原因について扶、ウイんス、細菌こ原虫、  

栄養障害その他いろいろあるものと考えられるが、現在なお不明の点が多く残されている。われ  

われはウイルス性死流産の原閑調査の一環として、1971年5月から12月ずでの間忙、東京  

都下の限定地域の啄を対象に、J、グタウイルス（以下0と略す）封よぴパルボウイルス（以下  
り   

Pと略す）に対するHI抗体を調べた。0は：アルポウイルスA群忙属するウイルスであるが、席   

におけるGの流行忙つlハては群馬県の調査報告があるのみで、その他の地戯常つレTては殆んど行  

われてい覆いようである云群馬県下の戚敵そ1よると越夏した躍の約8D肇以上が轄染するといわ  

2）  
れている。Pは1970年忙豚の死産胎児から分離うれたウイルスで、分離時の秋鞍から豚の死   

流産の原因ウイルスとしての靡いが濃厚なものである。そこでJ．0∴Pの流行と雁死流産発生  

との関係を調べたので、その成績の概掌な報告する。   

2．材料と方法  

り J，G，Pの感染状況訴査  

生後5ケ月今の肉隊占頭をオトリ豚として配置して、7～10ケ」中旬まで、毎週採血して、   

5種類のウイノレス陀対する良工抗体を調べた。レ、つぼう5～8月の間に種付された譲約50頭   

について、種付前、妊娠・中期、分娩後の5回原則とじて採血■して計トリ豚同様ⅠⅠⅠ抗体を調べ   

たo  

1）   
J抗原には、英検中山姻染哺乳マウス脳7セトンエ＿テル抽出抗原を用い、。の抗酎こ  

はハルナ株感染哺乳マウス脳解職アセトン抽出ダルクミソ処理抗原、抗原には、豚幣紙織   

培養液を問いた。一血球はJとGはガチョウ、Pは初生ビナを用い、HI価は一丁と0が10倍以   

上を陽性とし、Pわいては40倍以上を陽性とした。抗原はすべて8単位を用ぃた。体温挨   
午前9時と午後2曝さ’や介に測定した。   

2）J，G，P旅行と肱死流産発生調査：  繁殖豚は5月にJ忙対するHI抗触調べて、≦4■〔   

の豚（1節を除く8頭）忙は生ワクS‾を1～2画接種してJの予防をしでおいたム′ く0とア   

は自然感染）、妊娠前後5国府則として採血してJ，0，Pに対するHI抗体を調べた。分娩   
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後、総藍子数、正常子教、死亡胎児教、母豚おエび産子側からみ允死亡胎児発生率などを調べ  

た0  

5．試験成績おエび考察  

（l）オトリ豚のJ，0，P感染状況  

回1－（1）およぴ（2）はオトリ豚のJ，0，PのHI抗体の推移おエび体温の消長を示した。  

図1オトリ豚の日本脳炎、ゲク、ノミル，呼イルスのHI抗体倉エび体温の推移（1971）   
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ノ拓1、ノ佑2はJのみ陰性で0．Pとも陀陽性を示し、ノ乾5～ノ私占の4頭托J．0，Pともに慣   

性を示した。体温ほ瓜5を除く5頭把ついて測定した。腐2そま8月2ロ日に体温40℃に上昇  

してお少、9月5日に4D℃近くまで上昇している。ノ筋4、5、占では9月5日忙40℃近く   

まで上界してぃるが、彪dと彪占の発熱汰Jと関係あるものと考えられるがその他はJ，G，P  

感染との関係は余りはっきりしていなかった。   

またオトり感のJ－G，Pの感染率は図2のとぉりである。Gは6月5日に陽性を示し初め、  

8月9日K50痴以上の陽性賽を示し、8月25日に1D O解陽性を示した。Ⅰ〉は8月25日  

旺8日％陽性を示し、8月50日1Dロ％の陽性率を示した。Jでは9月る日に陽性な示L初  

め9月15日に5D％以上の陽性を示したが‘7％以上陀はならなかづた。  

た封GはJより約1ケ月早く場転を開登しているが、Pは：Jと殆んど同じ時期忙陽性を示し   

た。  

囲2 日本脳炎、ゲメ、パルボウイルスの感染黎（1971）   
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このように0の流行がJ忙比べて約1ケ月早いととけ、Jの主査るベクターはコガタアカイ   

エカであ．り、0の主なるベクターは関東てはキンイロヤプカであるとぃわれてぃる。この2つ  

5）  
のベクターの発生棲息状況を、都下でも西多摩郡とは若干地理的条件が遣うが、都の衛生局が  

調べた上野動物園に封ける採集蚊の季節的消長把ついて参考までに示すと囲5のとお少である。  

キンイロヤプカは占月下旬とろから発生し始め、発生数の最高を示す時期拉8月上、中旬と薇   

っているが，コガタアカイエカほ7月上旬から発生し始め、発生数の最高を示す時期は  

8月上、中旬で、8月下旬から発生数がかなカ減少している。このエう匿ベクターの消長の速  

いが、Jと0の流行開始時期がずれる原因ではないかと考えられる。夜おJの感染率がる7痴  

忙とどまることは、繋確豚増更照すなわち孝薙嫁のうちにも未感染腰がいることに浸るから、   

将来は予防接種を考える必要があろう。   

園5 上野動物園内における採集蚊の季節的消長（1970、都衛生局）  
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（2）J，G，ア流行と應死流産発生との関係   

繁殖豚は原則として、分娩前、妊娠中湖、分娩後の5回採血して、J，α，Pの欄・Ⅰ抗体を  

調べて、それらの豚が妊娠中に感染したか否かを推定した。J，0，PのHI抗体の推移を示  

すと周4のとお少である。   

図4 妊娠豚における日本脳炎、グク、パルボウイルス陀対ナるHI抗体保有率（1971）  
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（22頭）   

種付前にはJは約95感、qは約54停、Pは約48蕗Hl抗体を保有していた。  

妊娠中期にはJは約9占％、0は約88劣、Pは約81渇HI抗体を保有していた。分娩後は  

Jは約8占痴、0は約90劣、Pは9占渇HI抗体を保有していた。したがってJにつぃては  

妊娠中90％前後の豚が終始抗体を保有していた。一方0とPは妊娠前約5ロ多がHI抗体を  
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保有してお少、約5∩痴が妊娠中に初感染したものと考えられた。   

妊娠中の抗体価の変動によって初感染があったか否かを判定する方法は、J忙つぃては生ワ  

クを接種しているので、Jに関する限わ、抗体価の動さから直ち忙感染の有無を推定すること  

には問題があるので、抗体上昇の有無によって判別した。すなわち囲5に示ナとぉ少、種付前  

1D倍以上の抗体価を保有してぃたものは、その抗体変動の有無に拘わらザ妊娠中に初感染を  

芦けなかったものとみなして、感染（－）とし、妊娠中柊噌抗体が陰性のものも感染（－）と  

じた。（｝とP忙ついては40倍以下から8D倍軋上把抗体価が上昇したものを感染（＋）とし、  

終始陰性のもの比、感染（一）とした。なお、種付時すでに抗体を保有していたものは、  

その抗体変動の如何把拘わらず、妊娠中に初感染を受けをかったものとして、感染（－）とし  

て扱った。具体的には図占に示すと封り、瓜1の豚は妊娠中才は抗体価が20～4D忙推移し  

ているので感染（－）とし、P，0比終始抗体価が陰性であるから感染（－）とLた。   

彪2の豚ではJと0は種付時すでに抗体を保有しており、妊娠中も同様な抗体価で推移して  

いるのでJと0は感染（－）とした。Pは妊娠中期までは陰性であるが、分娩後抗体佃が上昇  

しているので、妊娠の後期に感染がちったものと考えられるので、P’は廠染（＋）とした。彪   

5ではJは種付時40倍の抗体価を保有しており、妊娠中朗2C、分娩後10以下となって   

いるので、感染が恵かったものと考え（－）とし、P，0は種付時陰性で、妊備中期に1280、  

80と抗体上昇しているので、初感染がろったものと考えG（＋）、P（＋）とした。   

図5 妊娠中の抗体価の変数による感染の有無の判定方法   
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因る 妊娠中の坑体価の変動による感染の有無の判定方法  
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このエうに妊城中の抗体偶の変動によって、感染の有無を判別してみると、供試した繁殖豚  

の妊懐中における0．p感染率は表1のとお少である。すなわち0の初感染を受けたものは、  

10頭で5A5■％、非感染5頁（10．5渇）、既感染1占頭（55．2％）であった。またPの  

初感染が14覿セ（48∴5渇）、非感染1萌、既感染14濁（48・5渇）であった   

表1繁殖豚のゲクおよぴパルボウイルスの感染率（1971）  

（5 4．5 箆）   （10．5 蕗）   （5 5＿2％）   

14   口   1 4   

P  2 9  

（4 8．5 筋）   
⊥L＿⊥L竺⊥   

（4 8．5 渇）  ＼感染の ＼有無  己  初 感 染  【 非感染  l  既感染  計  ウイルス 、＼．  頭  頭  頭  頭  G  1 0  5  1 d  2 9  
せた無稽j玖の分娩成績は、母豚数、総産子数、1腹平均の平常子赦、死亡胎児嵩数、1腹平   

均の死亡胎児数、母啄おエび産子からみた死亡胎児発生率などについて調べ、それらの成績か   

ら綜合的に判定した。  

日本脳炎についてはHI抗体価≦40の豚忙は政則的に生ワクを1～2蘭棲確してお少、生  

ワクを接硬しないで、妊娠中も終始陰性であった1頭を除ぃては調査豚全頭がJにつlハて免疫  

状態にあったものと考えられるゐで、全頭がJ（－）と考えた。Pだけさきに述べた判定方法  

に従い分類すると表2のとぉ少となる。J（－），P く＋）のもの吐14頭で、総産子数は、  

155頭、1腹平均で吐11．1涙、正常子数は総数で112頭、1腹平均で吐8．0頭、死亡胎   

児教は総数で45頭、1腹平均で5．1頭となっていろ。死産発生率は、母膜当りで71．4痴で  

あゎ、総踵子数に対して27．79乙であった。せたJ（一）p（－）の源は15頭で、礎麗子数  

は1ム5襲、1腹平均では97頭であった。死亡胎児教は17頭で1一腹平均で1．1頭であった。  

死産発生率は母豚当少では‘0‘0％で総慶子数に対して10．4肇であったムこの総亮子数に対  

する死亡胎児発生率は両者間忙有意の差がみとめられた。  
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褒2 日本脳炎免疫膿「おけるパルボウイル欠感染と死産発生との関係（1971）  

感 染 の 有 無  J（」P（弔   JHP（」   

母  豚  数  1 4   1 5   

総   数   15 5   1d 5  
産  子  数  

1腹平均   11．1   10．9   

総   数   1 1 2 14 d  
正 常 子 数  

1唱平均   8．0   9 7   

総   数   4 5   17  
死亡胎児 教  

1牌平均   5．1   1．1   

死流産  母豚   71．4   占 D．0   

死亡胎  
発生率％建子  児数  2 1 7   10．4   

し＿．．  

薙子  

5．恵 と め   

以上の成級を総括すると  

（1＝，G，Pの流行状況では、Jの流行は老β下の西多摩部下では、9月上旬であり、昨年に比   

べ約2通関位早かった。0の流行はJよれ約1ケ月早かった。f－の流行はJよ少僅かに早いよ  

うてあったが、殆んど同じ時期であった。Jと0の流行時期の差異はベクターであるキンイロ   

ヤプカとコガタアカイエカの発生状況の差異によるものと考えられたbJの陽性率はオトリ豚   

でる7％であったが、0，Pの陽性率は：1D8％となり、かなり高率の感染のあることが認め   

られた。なおJの感知；d7％であったことは越貰僻すなわち若い経産豚では約50％が未感   

染の豚がいる可能性があるので、今後予防対策を考えろ必要があるものと考えられた。  

（2＝，ChlP感染と豚死産発生との関係を調べたところ  

川 Jは妊娠中終始抗体陰性であった1頭を除き、全頭が種付前、妊娠中も抗体を保有してい  

るか、上昇がみとめられ表かったので、免疫されてぃたものと考えられるので、Jに原因す  

る死産はなかったものと考えられた。  
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（ロ）0初感染の豚は10豆ヨ（5A5蕗）、非感染の隙は5頭（10．5痴）、既感染の豚は1d  

頭（55．2％）であったが死流産との関係は明らかにできなかった。一   

日アの初感染豚は14頭（48．5渇）であって、J免按豚におけるP感染（＋）と考えらか  

る死流産発生率は総慶子数に対して277％であ少、P感染（－）隊の死流産発生率は10ノ  

痴てその差は有音であった。  

以上の成績から豚の死流産予防対焉はJ以外にPウイルスについても考える必要があるもJ  

と思わ九た。  

本試験を行うにあたり、血清保存など把いろいろと御援助を頂いた日生研、官本、竹原の軌  

先生に深謝ぃたしtす。   
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